
　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様、ご家族様におかれましてはつつが
なく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　私は昨年５月に名古屋工業会理事長を拝命し、
全学同窓会としての役割を果たすべく取り組んで
参りましたが、会員の皆様方の多大なご協力によ
り、工業会活動の２つの柱である「大学支援」と
「会員相互親睦」をねらった活動を順調に進める
ことができていると実感しております。会員の皆
様ならびに鵜飼学長はじめ大学教職員の方 、々関
係各位に深く感謝申し上げます。
　さて、母校名古屋工業大学は本年で創立 110
周年を迎えます。
　節目の年でもある今年後半には、大学の活動
を広く理解してもらう為に「ホームカミングデイ」
の開催が計画されており、工業会としても全面的
に協力して参りますので、会員の皆様におかれま
しては、是非足を運んで頂きたいと存じます。
　また、母校は鵜飼学長の強力なリーダーシップ
のもと、昨年10月に公表した「名工大版理工系
人材育成戦略」に基づく教育改革への取り組み
が開始されました。具体的には、より実践的な工
学エリートの育成をねらった学科の再編を進める
とともに、関連する工学を統合できるコーディネー
ト・エンジニアとも言うべき人材の育成を目指した
学部・大学院６年一貫教育の導入、そして一方で
は母校が世界トップレベルを誇る「材料科学と情
報科学」を深堀りするフロンティア研究院の創設
など、興味深い取り組みに挑戦するほか、海外大
学からの研究ユニットの招致、産学連携教育の充
実、ダイバシティ環境の整備などにも取り組んで
いくという内容です。工業会としては、これらの
教育改革を全面的に支援したいと考えております。
　さて、新年を迎えるにあたり、工業会として取
り組むべき３つの重点課題について申し上げます。
　一つ目は、先程申し述べました大学教育改革に
取り組む母校に対して、我々ＯＢとしての支援を一
層充実させる事です。工業会は母校と我々ＯＢ個
人をつなぐ組織ですが、母校と企業の産学連携

の輪を広める目的を持った『名古屋工業大学研究
協力会』とも連携して支援のあり方を検討して参
りたいと存じます。
　二つ目は、会員相互の親睦活動の活性化です。
来年３月に卒業する学生の 95％は、入学時から
既に工業会の会員であり、これから会員数は急激
に増加し続けます。これは工業会が徐々に若返り
を図る良いチャンスだと思います。これに対応する
ために全国の各支部での受け入れに万全を期する
必要がありますし、従来から取り組まれている単
科会との連携や支部間の連携等に加え、若手会
員を惹きつける活動の企画が必要になると考えま
す。会員の皆さんからの積極的なご提言をお願いし
ます。
　三つ目は、工業会会員としてのうれしさを増や
す取り組みです。
　まず、会員の帰属意識の向上と情報管理とサー
ビス向上をねらい、工業会の会員証を発行するこ
ととしています。これにより、種々の会員優待制
度を享受できる体制が整います。また、情報発
信を充実すべく工業会のホームページを一新し、
内容の充実を図っています。大学の動き等日々の
ニュースを適時配信するとともに、会員専用ペー
ジでは最新版と過去に発行した会誌「ごきそ」を
ご覧頂けるようになりました。支部活動の情報も
随時提供して参ります。皆様にも是非ご覧頂きご
意見をお寄せ頂きたいと思います。
　今年の干支「ひつじ」は、動物の当て字「羊」
にすると“家族の安泰を示し、いつまでも平和に
暮らす事”を意味するそうですが、本来の「未」
という文字には“まだ熟しきらない成長途上の植
物の様子”を表す意味があります。我が工業会は、
更なる成長に向けて教育改革を進める大学支援
を最重点とし「耀く、ますます耀く母校を願って」
事業を展開して参ります。
　今後とも工業会活動の活性化に向けてご協力と
積極的なご提案をお願いするとともに、会員の皆
様のご多幸を祈念致しまして新年のご挨拶とさせ
て頂きます。

理事長　水嶋　敏夫（Ｍ42）

新年のご挨拶新年挨拶



－ 1－

　新年あけましておめでとうございます。
　名古屋工業会会員の皆様方には、健やかに新
春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年4月に就任して以来、学長として全力を
傾けてまいりましたことが二つあります。一つ
は執行部を中心に教職員一体となって大学改革
プランの策定に取り組んできたことです。もう
一つは、本学の現状と将来ビジョンについて、
あらゆる機会を利用して学外に発信してきたこ
とです。名古屋工業会の総会、支部総会をはじ
めとして卒業生の集う様々な会合に可能な限り
出席するとともに、各種経済団体主催の会合へ
の出席や新任挨拶を兼ねた産業界・官界トップ
の方々への訪問を通して将来構想とアクション
プランを説明し、ご理解、ご支援、ご協力を得
るために努めてまいりました。教育改革プラン
については、昨年10月に多数のメディアに、「中
京地域産業界とともに創る『名工大版理工系人
材育成戦略』」として発信いたしました。
　本学は今年創立110年を迎えますが、この間、
建学の精神と伝統・実績を継承しつつ、科学技
術のめざましい進歩と激動する社会情勢のなか
で変容し、わが国屈指の工学系大学へと成長し
てまいりました。そして今、社会が急速にグロー
バル化しわが国が大きな転換点を迎えるなか、
国立の工学系単科大学として「何を守り、何を
変えていくのか？」について議論を重ねてまい
りました。本学がめざす大学改革の骨子は、以
下の通りです。
１）学問体系と社会・産業界の多様なニーズを
踏まえた学部学科・大学院専攻の再編成。
２）イノベーション人材育成のため、高度専門
的技術者・研究者の育成を基本使命として継
承するとともに、「学問分野の軸足を持ちな
がらも、科学技術に対する多面的な視点と新
たな価値観をもって技術の価値を創造してい

く人材」を育成する学部・大学院6年一貫の
新教育課程を設置。

３）高い学術的評価を受けた先端的な研究領域
をさらに伸ばしながら、それらを「エネル
ギー」「ライフ」「人工知能」でのイノベーショ
ン創出へと橋渡ししていく全学一体的な研究
体制を構築。

４）著名大学などからの研究ユニット単位での
外国人教員招聘と留学生の入学拡大、日本人
学生の海外派遣制度の充実、企業人による実
務型講義・演習の充実、女性研究者・女子学
生の増加などを積極的に推進することによっ
て、多様な人材によって醸成されるダイバー
シティ環境を整備してグローバル人材を育
成。

５）年俸制、クロスアポイント（他機関、企業
との混合給与による教員の雇用）制度など柔
軟な人事システムを導入して優秀な研究教育
人材を確保。本学の強み・特色を生かしてい
くため、学長のリーダーシップの下で大学の
ガバナンス改革を推進。

　新学科・新専攻ならびに新教育課程は平成28
年度から実施します。
　本学の伝統である産学官連携研究を継承しな
がらも、さらにそれを強化して研究大学として
の地位を確保し、同時に産学官連携を教育にも
反映してグローバル人材・イノベーション人材
の育成をめざすなど、まさに「伝統を礎に、新
たなグローバルステージへ」と第一歩を踏み出
すものとなります。また、この改革プランは、
文科省の国立大学改革プランに基づく機能強化
策の一つである「国立大学改革強化推進補助金」
に採択され（平成25年度6件、平成26年度11件
採択）、国からも平成28年度から始まる第三期
中期計画・目標期間に向けた改革の取り組みと
して高い評価を頂いております。このように、

名古屋工業会 会長
国立大学法人名古屋工業大学

学長　鵜飼　裕之
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改革を加速するための準備は整い、今年はそれ
を実現するために一層邁進する年となります。
　さて、昨年を振り返りますと、元気の出る話
題、学生の頑張りがたくさんございました。ロ
ボコン工房のNHKロボコン大会優勝とABUア
ジア・太平洋ロボットコンテスト準優勝、鳥人
間コンテストへの出場、ソーラーカー部が鈴鹿
でオリンピアクラス準優勝と総合5位入賞、な
ど学生チームが目覚ましい活躍を上げたことで
す。この他にも、数多くの課外活動において学
生が活躍しております。これらに対して、同窓
生の皆様から多大なるご支援とたくさんの熱い

ご声援を頂きましたことを、この場を借りて改
めて厚くお礼申し上げます。　
　学生が勉学に励むとともに課外活動などを通
して人格形成をしていくキャンパスを整備して
いくことこそが大学としての基本使命です。そ
のために、時代に即しながら研究教育環境を不
断に改善し、名工大生として学生が胸をはって
社会に出ていくために、名古屋工業大学は今後
も努力してまいる所存です。同窓生の皆様にお
かれましても、学生を元気にするためにより一
層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

　第52回工大祭に対する名古屋工業会及び名古
屋支部からの支援金授与式が10月7日（火）に
名古屋工業会館で行われ、水嶋敏夫理事長なら
びに春日敏宏名古屋支部長から工大祭実行委員
に授与された。　　　　　　　　　　（事務局）

　学生プロジェクト支援として、名古屋工業会
からの支援金授与式が11月26日(水)に名古屋工
業会館で行われ、二杁幸夫常務理事より代表者
へ支援金が授与された。　　　　　　（事務局）

平成26年度工大祭支援金を授与

平成26年度フォーミュラプロジェクトへ支援金授与

OH T L I N E

ホットラインホットライン
ごきそごきそ

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U



－ 3－

　戦後の混乱期、日給240円の日雇労務者を、「ニ
コヨン」と蔑称しました。朝鮮動乱前の不況下
の昭和24年に土木科を出た我々は、職種・境遇
の相似と年次の「24」をもじって、クラス会を
“ニコヨン会”と名付けています。
　例年10月10日に会合しています。卒後64年目
に当たる昨年は、榎本　昭、太田義一、杉山方
克、中江水哉、西脇威夫、三科一臣、山中傳四
郎（夫妻）、吉田　譲、安藤　實の9名と、ヨッ
ト部名工会の柴田孝介（Y28）野田　昭（E37）
両氏で、標高2,600ｍの中央アルプス千畳敷の
紅葉を訪ねました。
○在学時代を振り返る
　昭和21年は戦後最初の入学で、陸海軍の俊
英が殺到し土木は18倍の競争率。入学式は7月、
炎天下の焼け跡で。焼失した名古屋城外郭の馬
糞臭漂う兵舎で授業が始まりました。衣食住全
て貧しく、社会経済大混乱の時代でも、初めて
味わう自由の風が何より嬉しい毎日でした。
　折しも戦後の学制改革で、全学焼失の我が校
は廃校若しくは他校への吸収が話題となり、危
機回避のため、学生自らの手で復興し母校の存
続を図ろうと、昭和22年夏休みに一人3,000円
の資金稼ぎを決議しました。今の物価で数十万
円に相当する巨額ですが、測量など専門技術を
活かした仕事、或いは他科の学生と協力し、地
域毎に行商や映画会の開催などで懸命に汗を流
し、殆ど全員が目標額を完納しました。
　国立の学生が「自分達の力で学校を造り直そ
う」という発想も、実行力も、古今東西他に例
を見ぬ快挙、と言って過言では無いでしょう。
　幸いにも伝統ある我が校は廃校を免れ、今日
の姿が見られることは同慶の至りです。時代の
変化と共に、折々の価値観やニーヅも変わりま
す。しかし“母校愛”という良き伝統だけは、
是非次代まで引き継いで貰いたいものと、OB
のニコヨン仲間一同、切望しています。

○中央アルプスとのかかわり
　昨年訪れた頭書の中央アルプスの観光施設は
昭和38年から5年間、企画から建設・営業まで
一貫して手塩にかけた私の宝物です。
　当時私は名古屋鉄道の観光開発部門に在籍、
伊那谷地域の開発を担当しました。同地域の観
光の目玉として、3,000ｍ級の山へ一気に登る
駒ヶ岳ロープウェイを架けることとし、自治体
と開発会社を設立しました。
　中央自動車道が未通の時代、難関が多々あり
ましたが着工にこぎ着け、唯一人私が現地へ出
向し、遮二無二頑張りました。
　既存の国有林道の先約4kmの取付道路は自社
で建設（現在は県道へ移管）、終点駅は純高山
植物帯で高低差950ｍ、という日本で唯一の本
格的山岳ロープウェイだけに極めて難工事でし
たが、昭和42年7月無事開業しました。以来半
世紀、客足は絶えることなく、第三セクターの
事業会社も発展の一途を辿っています。
　山頂駅に隣接したホテルもあり、年間営業の
ため四季折々の山岳美が堪能できます。工業会
の各位も、是非一度お出かけください。
（問合せ先　中央アルプス観光㈱

http://www.chuo-alps.com）
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まだまだ元気です！ ニコヨン（C24）仲間
安藤 　實

(中央アルプス千畳敷にて　10/10/2013)
　[後列]　柴田・三科・榎本・安藤・太田・野田
　[前列]　杉山・山中夫妻・吉田・中江・西脇
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１．はじめに　
　名古屋工業会の皆様、こんにちは。
　私は縁があって現在インドネシアでボラン
ティア活動をしています。日本のJICA（独立
行政法人・国際協力機構）から派遣されて2013
年の1月から2年間の予定でインドネシアのジャ
ワ島内の東部にあるグレシックにある国営会社
（PT barata）で鋳造の技術指導をしています。
インドネシアに仕事で来られ、住まわれた方は
多いと思いますが、私のようなボランティアと
いう形で来られる人は少数と思いますので、今
回はインドネシアでのボランティア活動、生活、
そこに至るまでの経緯等についてお話したいと
思います。この内容を読み、海外でボランティ
ア活動をしてみようと志す人が一人でも出てく
れば幸いと思います。
　定年まで私は愛知県の自動車会社の鋳造部門
に勤務していました。私は大学の金属工学科で
鋳造を専攻し、入社以来約30年間を鋳造品の不
良対策（鋳造欠陥対策）と新製品の立ち上げに
従事してきました。途中で2度ほど他部門に異
動になったたこともありましたが、暫くすると
また鋳造部門に呼び戻されての繰り返しで結局
定年までの会社人生37年間のうち30年も鋳造を
担当することができたことは何よりも幸せだっ
たと思っています。他を知らない専門馬鹿かも
知れませんが、広く浅くより狭く深いほうが私
の性分にあっています。鋳造は金属の凝固理論
ばかりではなく、流体力学も絡んだ複雑な現象
なのです。今もって不明な現象はいっぱいあり、
現在でも頭を悩まされていますが、不良 (鋳造
欠陥) 原因を究明できたときの達成感はひとし
おです。

２．金属とのかかわり
　さて、私と金属がかかわったきっかけは中学
校時代に遡ります。中学校の校庭で小指ほど
の大きさの金属の塊を拾ったことがきっかけで
す。それは土のなかにあったのに錆びておら
ず、銀色に輝いていおり、何も知らない私は当

時は銀と思い込ん
でそれを机の奥深
くにしまい込み大
切に保管し、時々
抽斗から出しては
いったい何なのか
と想像したもので
す。その塊は既に
紛失してありませんが、今思うとどうやらスズ
かアンチモンではなかったかと思っています。
というのは、愛知学芸大学附属中学校は航空機
製作所の跡地に建てられていたからです。中学
校当時はまだ、戦争の跡がたくさん残ってお
り、授業後は冒険をする場所がいっぱいあった
のです。戦時中、航空機がそこで組み立てられ
ていたかどうかは知りませんが、溶解炉があっ
てきっとスズかアンチモニーを添加して何かを
造っていたか、実験用の材料ではなったかと推
定しています。これがきっかけで高校の頃は鶴
舞図書館での勉強の合間に金属について調べた
りして自分の進む方向が徐々に決まっていった
ようです。

３．活動先
　ボランティア先であるPT barataは1901年に
設立された会社で、途中に国営化されています。
インドネシアに国営会社は約130社あり、ガルー
ダインドネシア航空とかプルタミナ石油会社 
のような大手からPT barataまでありますが、
国の基幹産業に関係している会社ばかりです。
　PT barataは鋳造の他に発電所の設備、港湾
関係の設備、砂糖産業の設備を造り、一般ユー
ザー向けの商品はありません。鋳造部門の主力
は鋳鋼の鉄道部品で、機関車、客車、貨車の本
体と車輪をつなぐ部品（サイドフレームとかボ
ギー）や連結器、車輪、ショベルカーのバケッ
トのような耐磨耗性部品を鋳造しています。溶
解はアーク電気炉です。私が以前勤務していた
会社にも２基あり、車のアクスルハウジングと
かウィンチドラムとかコントロールバルブを鋳

交流コーナー交流コーナー
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「猫もプアサ」
中川　鋭彦（Ｋ50）
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造していたのですが、途中で撤去され、技術が
途絶えてしまいました。私自身、鋳鋼を担当し
たことはなく鋳鉄とアルミの経験しかないので
す。こちらに赴任する時、具体的な活動内容が
まだ不明であったので約100冊の鋳造関係の本、
技術資料、文献を日本から送りましたが、鋳鋼
に関する本はたったの２冊しかなく当初は心細
い思いをしました。でも不良 (鋳造欠陥) の発
生原因は鋳鋼でも鋳鉄でもアルミでも同じなの
で自分の30年間の経験がずいぶん役に立ってい
るのが何よりです。

４．活動内容
　こちらの会社では「鋳造欠陥対策」、「原価低
減」、「5Sの導入」、「安全・環境に対する意識の
高揚」の4本を柱にして活動しています。毎日
午前と午後に現場に行っていろいろチェックし
たり、聞き込み調査をしていますのでインドネ
シア語が欠かせません。インドネシア語の教育
は赴任前に2ヶ月間と赴任後に１ヶ月間あり、
生活に必要な会話はできるようになりました
が、やはり鋳物用語はインドネシア語でも難し

く現場には辞書を持って出かけます。鋳造は日
本でも2000年以上昔からある歴史ある職業だけ
あって、入社当初、先輩が黒板に書く前日の問
題点と対策を10%しか理解できなかった記憶が
あります。同じ日本人、日本語なのに黒板に書
いてある内容がさっぱり理解できないのです。
ですから日本の鋳造業界には「鋳物用語辞典」
という特殊な本があり、何とインドネシア語版
もあるのです。2000年にこの会社で活動してい
たJICAボランティアの先輩が大学と協力して
作成して寄贈してくれた本をフルに活用させて
もらっています。
　毎週それぞれのテーマについての報告書を発
行しています。もちろんインドネシア語で書く
のですが、十分な語学レベルではないのでカウ
ンターパートナーに添削してもらってから発行
しています。
　活動１年目は鋳造欠陥対策（日本の会社では
不良対策と言っていましたが）の報告書を多く
発行しましたが、物の作り方、製品の流れ方が
分かり問題点が見えてきた２年目からは原価低
減に取り組んでいます。毎週開催される製造部

仕事部屋

地元の高校で日本語と書道の授業

ボランティア先のPT barata indonesia

主要製品と筆者
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６．生　活
　普段はインドネシア第二の都市スラバヤに住
み、毎日会社の車で往復しています。高速道路
を利用し、朝は25分で到着するのですが、帰り
は渋滞がひどく40分から2時間かかっています。
交通ルールは無いに等しく、路肩走行、左車線
からの追い越し等ひどい状況です。赴任初めの
半年間で２回も事故を経験しましたが、物損事
故だけなら自分の車の修理代金は自分持ちで、
警察が入ることもなく運転手同士で話し合って
すぐに解散します。まだ過失割合という概念が
ないようです。時期的には雨季とラマダン月に
事故は増えます。ラマダン月に事故が多い理由
は、睡眠不足と食べられない、水も飲めない、
煙草が吸えない、悪口が言えない等のストレス
からだと聞いています。「飲めない」で思いだ
したのですが、この国に来るまでイスラム教の
人はお酒を飲む習慣がないということを知りま
せんでした。それまで世界中どこの国だろうが
男性は酒を飲むものだと思っていましたから。
　会社の勤務は７時半から４時半までで、これ
が断食のラマダン月は昼の休憩時間が短縮され
るので４時終了です。土曜日、日曜日、祝日は
休みです。私はテニスとジョギングが趣味で平
日は練習できないので週末は多忙です。こちら
に来て幸いなことに、会社にはテニス同好者が
たくさんおり、毎週土曜日の午前中は彼らとテ
ニスをしています。そして日曜日の午前中もテ
ニスですが、日曜日はスラバヤ日本人会の人達
と練習しています。この日だけが日本語を喋れ
る唯一のチャンスなのです。会社には私以外の
日本人はおらず、毎日インドネシア語しか喋っ
ていませんので毎週日曜日を楽しみにしていま
す。ここスラバヤでは雨季でも雨は原則夕方か
ら夜中にかけて降るので、昨年１年間にテニス
が雨で中止になってのは52週中たったの１回だ
けです。40年前会社に入ってから始めたテニス
ですが、このテニスがインドネシアで人と人の
つながりになるとは思ってもいませんでした。
　ジョギングは週末の夕方に走ることにしてい
ます。朝起き立ては体がまだ寝ている状態で十
分にほぐれておらず故障が起きやすいのでテニ
スをした後で走ることにしています。1月の真
冬の日本から真夏のインドネシアに来た時は体
が対応できず、30 ～ 32℃の炎天下で楽に走れ
るようになるまで4ヶ月かかりました。現在は

のミーティングで作成した報告書の内容を説明
しています。テーマ以外には突発の不良対策の
会議に出たり、鋳造方案の相談にのったり、日
本語文献をインドネシア語に翻訳したりもして
います。公務で来ていますので地元の高校での
日本語の授業もＪＩＣＡボランティア活動の一
つです。

５．インドネシアの鋳造業界について
　毎日、工場の設備を見たり、現場の人、スタッ
フ、会社幹部と話をしていてインドネシアの鋳
造業界のレベルが分かってきました。インドネ
シアに進出している日系自動車メーカーは、日
本と同等またはそれ以上の設備が入っています
が、地場メーカーは古い設備のままです。
　PT barataのアーク電気炉も40年前のダイ
ドー製を現在も使用しているのです。赴任初日
に工場見学をした時の私の印象は「40年前の日
本」です。工場内部は煙と粉塵が充満し端が見
えないのです。また、これがなければ物が出来
ないというところには設備が入っていますが、
それ以外はほとんど自動化されていません。で
もインドよりは進んでいます。インドではでき
た鋳物を水牛が運んでいましたが、ここでは古
いながらもフォークリフトで運搬しています。
　ソフト面では会社には鋳造に関する本、学会
誌、文献はほとんど無いのです。洋書は表示価
格の1.5 ～ 2倍で売られており、インドネシア
人の給料では高くて手に入らないのです。当然、
学生も同様で、彼らが持っている本は全てコ
ピーでしかも30 ～ 50年前の内容です。それで
は学会はどうかと訊くと、あることにはあるが、
活動は低調で講演会、技術講習会も日本よりは
るかに少なく、横の繋がりもなくメーカーは孤
立しており、これでは、知識を交換・吸収したり、
技術を磨く機会がなく世界から遅れるばかりで
す。私は鋳造工学会に所属しており、毎月学会
誌を送ってもらっています。船便で届くので
２ヶ月遅れですが、それでも十分に役立ってい
ます。現在日本の鋳造業界の主流は自動車メー
カーですが、インドネシアには業界活性化のけ
ん引役となる自動車メーカーがないのです。こ
のような状況ですので私のような経験者が必要
なのですが、一人では業界全体の底上げはでき
ません。日本から更に多くの技術者がインドネ
シアに来ることを望んでいます。　
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すっかり暑さにも慣れ、コースも決まり、毎
回40分間走っています。アパートを出発し、下
町を抜け、病院、海軍基地、ゴルフ場を通過
し、とあるホテルの入り口で一休みします。夏
場、日本で走っていた時は必ず途中に給水地点
をつくり、脱水しないように心掛けていました
が、こちらの水道水は飲めないので木に散布し
ている噴霧状の水で体を冷やしてから再出発し
ます。ゴルフ練習場、テニスコート、海軍宿舎
の前を通過します。ここでは海軍の兵士達が道
路の清掃活動に出ていていつも声援してくれま
す。更に下町に入ると今度は子供達が一緒に
走ってくれたり、座っている人達が声をかけて
くれます。そろそろ体が疲れかけたなぁという
ところで元気をもらってアパートに戻って来る
8kmのコースです。　
　私は大学時代、陸上競技に所属して短距離を
専門にしていました。不思議な陸上部で、毎
冬、知多半島で開催される東海学生駅伝には陸
上部員全員が短距離だろうが、砲丸投げだろう
が種目には関係なく参加する決まりなのです。
私は区間中最も短い内海バスターミナル－河和
保健所間の6kmをパトカーを後ろに従えて走っ
た経験があります。区間順位はブービーでした
がこれで変な自信が付き、会社に入ってからも
週２、３回は走り、定年後もインドネシアで毎
週走っている次第です。公式試合に出たのは一
年生の東海学生駅伝が最後で、それ以降はジョ
ギングに徹しています。ジョギングだからこそ
大きな故障もなく40年以上走れたのです。また
ジョギングのいいところはレースでは視覚に入
らない周囲の景色がスピードを落とすことで視
覚に入ってくることです。季節を感じ、人との
やり取りができ、鶏の雌鳥に追っかけられるの
がジョギングの楽しさ、すばらしさではないで
しょうか。そのおかげで現在の体重は学生時代
と変わらない40kg台です。

7.プアサ
　ようやく題名に関する内容になりました。「プ
アサ」とはもともとはアラビア語ですが、イン
ドネシアでも普通に用いられ、「断食（だんじ
き）」という意味です。今年は6月29日から断食
に入り、7月28日に終わります。この間、毎日
夜明け前の４時半までに食事を済ませ、日没の
6時まで断食です。食べ物はもちろん、水も飲

めず、煙草も吸えないという苦行です。国営会
社は全員インドネシア人なのでこの間の昼食は
自動的になくなり、私も半強制的に付き合わさ
れています。昨年の断食初日の夕方、突然横腹
が痛くなり現場で座り込んだ経験があります。
　但し３分で直りましたが一体あの腹痛の原因
は何だったのか今もって不明です。今思うと緊
張感ではなかったかと推定しています。
　工場には20匹以上の猫が住み着いていて、普
段は人間の昼食のおこぼれを頂戴しています
が、断食中はおこぼれがないのです。ですから
この期間中は、猫も断食をしている訳でインド
ネシアの猫は日本の猫と違って、毎年大変な修
行をしていると言わなければなりません。ただ
この機会に会社に見切りをつけて移住する輩も
いるようで、昨年は懐いていた三毛猫一家がこ
の時期にいなくなってしまい寂しい思いをしま
した。鋳造現場で緊張の面持ちで調査をしてい
る最中、突然足元で「ニャー」と鳴かれると
張り詰めていた緊張感がいっぺんに抜けてしま
い、反対に機械に挟まれはしないかとこちらが
心配するくらいですが、心得たものでスルリス

コンベアの下で爆睡

溶解現場の守護神
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ルリと危険をかわして、どこかへ行ってしまう
のです。アーク炉のある溶解現場では猫を丁重
に扱っており、専用の椅子まで用意しています。
かつて日本でも雄の三毛猫を船に乗せるとその
船は沈まないという言い伝えがあり、インドネ
シアの溶解現場もそれと同じではないかと考え
ています。
　プアサの内容を先程述べましたが、日本でも
やってみてはどうでしょうか。これを機会に禁
煙する人が増えると思います。１ヶ月も禁煙で
きれば一生禁煙もできるはずです。インドネシ
ア人に訊くと、「プアサは健康にいい」と皆言
いますが、私としては「そりゃそうだろう」と
言いたくなります。インドネシア人の中年はだ
いたい太っており、暑いから運動はしないし、
移動は短くてもオートバイで済ませ、男性の喫
煙率は65%にも達するので、１ヶ月間もプアサ
をすれば健康になるのは当然だと思います。た
だ不思議なのは毎年プアサをしているのに一向
に痩せない、喫煙率が下がらないことです。私
は51kgあった体重が昨年のプアサで1.5kg減り
ましたが、終了後も体重は戻らず、減る一方で
現在は48.5kgです。体重管理は家庭でできる最
も簡単な健康管理方法なのです。

8.なぜボランティアか
　私がなぜ外国でボランティアをするように
なったかについてお話します。小さい頃は外交
官になるのが夢でした。理由は世界中あちこち
に行けるからとの単純な理由です。でも中学時
代から金属に興味を持ち出し、金属工学科を選
んだため外交官は諦めましたが、いつかは外国
で仕事をする夢を入社後も持っていました。た
だ当時はまだ海外に子会社もなくその夢は封印
され、日常の業務と家庭に追われてずっと忘れ
ていましたが、いつかのためにと英語とドイツ
語の勉強だけは欠かさず続けていたのです。
　90年代に入ると状況は変化し、海外に子会社
や工場ができ始めチャンスが出てきました。そ
の頃は年齢も40才代に入り、一番仕事ができる
時期でしたが、不幸なことに親しかった友人が
二人も病気で亡くなってしまったのです。これ
までは、大学受験や入社試験等の試験や人生の
荒波を乗り越えて自分は生き抜いてきたと思っ
ていたのですが、友人の死を境に「なぜ彼が死
んで俺が生きているのだうか」、新聞で交通事

故や災害の記事を読む都度、「死は偶然に左右
されるのか」等といろいろ考えさせられた結果、
得た結論は「自分は生き抜いてきたのではなく、
生かされてきたのだ」と思うようになったこと
です。こんなちっぽけな自分ではあるが、何か
目的があって生かされている以上世のため、世
界のため、人のために社会還元できることは
何かといろいろ考えた末、「これまで得た鋳造
の経験を海外でボランティア活動で活かせない
か」がJICAのボランティア業務と一致した訳
です。　
　定年５年前からJICAのボランティア募集説
明会に行って海外のどんな国が鋳造技術者を欲
しがっているのかを調べたり、応募に必要な資
格や経験を調べたり、更には英会話能力アップ
のために妻と二人で毎年２回ずつインド旅行を
したりと。そして定年前年の秋に応募し合格。
2013年の定年後は会社勤務を週3日にしてイン
ドネシア語の語学学校に通ったり、福島県での
2ヶ月間の派遣前訓練に参加して2014年の1月
10日にようやく念願のインドネシアに降り立っ
たのです。
　外交官にはなれませんでしたが、小さな頃か
らの夢だった「海外で仕事を」と、生かされて
いることへの「社会還元」が定年後になって初
めて叶えられたのです。心が満たされた今が人
生で一番いいときだと思っています。　

9.最後に
　夢（目標）を常に持ち続けることです。私の
ように定年後になって初めて叶うこともありま
す。そのためには用意周到な準備が必要で、夢
想ではだめです。５年後の自分の姿を想像し、
そうなるためには現在何をしておかねばならな
いか。その夢が少しでも現実に近づくよう毎日
こつこつと努力することが必要だと思います。
　次に趣味を持ってください。長年続けていた
テニスとジョギングが今、インドネシアで人と
人の繋がりを作っているのです。特に外国に行
くからということで意図的に選んだ訳ではあり
ませんが、自分の波長に合って、心が癒せて、
長続きする趣味を作って下さい。趣味は仕事の
対極にあるようなもので仕事のストレスが趣味
で打ち消され、精神のバランスを保つには必要
不可欠です。そして人生の幅がより広がります。

研究者紹介研究者紹介

K E N K Y U S H A
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研究者紹介研究者紹介

K E N K Y U S H A

　くすりの歴史を語るうえで、サリドマイドほ
ど長い間、我々にインパクトを与え続けてい
る医薬品は、他にはないだろう。ヒット商品イ
ソミン、奇形児を産む催眠薬、そして、難病特
効薬サロミドと、名前を変えながら半世紀以上
にわたり我々に関わってきたサリドマイド。ま
た、医薬品の右手型と左手型を語るうえで、欠
かすことの出来ない有機化合物でもある。果た
してサリドマイドは、本当に右手型だけが奇形
児を産むくすりなのか。だとすれば、ラセミ化
する理由との実験矛盾はどのように説明出来る
のか。ラセミ化しないフルオロサリドマイドは、
安全なくすりになり得るのか。後半では、サ
リドマイド研究の舞台を完全に名古屋工業大学
に移して展開していく。著者らの15年に及ぶ断
片的な研究結果をつなぎ合わせ、1979年に出た
サリドマイドの論文にまつわる疑惑の真相に迫
る。

１．サリドマイドの代謝
　標的をフルオロサリドマイドからサリドマイ
ド代謝物に切り替えた。サリドマイドは、それ
自身が薬理活性を示すのではなく、代謝経路に
取り込まれたのちに活性体になることを示唆す
る研究結果が次々に報告されはじめたからであ
る。サリドマイドの多岐におよぶ生理作用の秘
密は、光学活性体ではなく、むしろその代謝経

路の複雑さに起因する可能性が高いということ
がわかってきた。サリドマイドの代謝物はいく
つか知られていたものの、その不斉合成法は未
解決であった。私の専門はフッ素化学であり、
フッ素を扱わない研究は行わないとの哲学を
持っている。しかし、もはや結末を知ることな
くサリドマイド研究を終了するわけにはいかな
い状況にあった。我々は、サリドマイドの主要
な代謝物であるベンゼン環部分が酸化された５
－ヒドロキシサリドマイドと、ピペリジン環が
酸化された５’－ヒドロキシサリドマイドの不
斉合成研究に取りかかった。容易にラセミ化し
てしまうため、その単純構造からは想像出来な
いほど合成は困難を伴った。何とか代謝物の不
斉合成を達成し、薬理試験を行ったが、我々が
求めているような実験結果を得ることは出来な
かった。また、不斉合成を達成したサリドマイ
ド代謝物に興味を示す新たな共同研究者も現れ
なかったことから、サリドマイドの研究は終了
の方向へと向い始めた。ちなみに、この代謝物
の研究はそれから数年たって、米国の研究者か
ら逆輸入するかのような経路を経て、代謝研究
の権威である昭和薬科大学・山崎浩史教授との
大規模な共同研究へと発展していく。

２．多発性骨髄腫
　新しいメンバーが研究室に加わった。既に彼
は抗がん剤の薬理試験に関する深い知識と技術
を持ち合わせていた。何よりも、個人的な事情
から、多発性骨髄腫に効果を示すサリドマイド
に強烈な関心を示した。我々はサリドマイド以

サリドマイドとフッ素化学:
パラドックスへの挑戦（その2）

未来材料創成工学専攻　共同ナノメディシン科学専攻
ながれ領域　教授　柴田 哲男

鏡
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る作用機序を持つ可能性が示唆された。さらに
この実験でもフルオロサリドマイドのＳ体がＲ
体よりも２倍ほど強い作用を示すことがわかっ
た。
　サリドマイドの抗がん作用は、がん細胞に
よって誘発される血管新生を阻害することと関
連づけられている。その一方で、サリドマイド
の血管新生阻害作用が四肢形成時の奇形の原因
である可能性も報告されている。これらが事実
であれば、サリドマイドから催奇形性を取り除
けば、抗がん作用も同時に無くなってしまうと
いうジレンマに陥ることとなる。
　フルオロサリドマイドを用いて、血管新生阻
害作用を調べた。in vitro血管新生アッセイキッ
トにてヒト臍帯静脈血管内皮細胞（HUVEC）
を用いて実験を行った。予め培地中に血管新生
促進物質である血管内皮増殖因子を添加し、そ
の培地にサリドマイドおよびフルオロサリドマ
イドをそれぞれ添加した。予想通りサリドマイ
ドは血管新生阻害作用を示したのに対し、フル
オロサリドマイドでは、なんと血管新生を促進
するという驚くべき、予想外の結果を得た。ま
た、光学活性体間での薬理作用の差異は確認で
きなかったものの、フルオロサリドマイドのラ
セミ体とその光学活性体では、光学活性体の方
がＲ体、Ｓ体共に、血管新生を顕著に促すこと
がわかった。

３．カナダからの連絡
　フルオロサリドマイドの予期せぬ薬理結果に
興奮していた矢先、一層興奮させる研究結果が
Wells教授から届いた。私は、すっかり、Wells
教授らはフルオロサリドマイド研究を中止して
いると思いこんでいた。Wells教授らはin vivo

の動物実験手法ではなく、in vitroで催奇形性
を試験する画期的評価法を開発していたのであ
る。
　即ち、マウスおよびウサギ胚の細胞培地を用
いてサリドマイドの催奇形性有無に関する信頼
たるデータを再現性良く得ることが出来るよう
になっていた。この評価方法は、in vivoの動

外にも創薬研究標的をいくつも抱えている。サ
リドマイド研究が長期化していたため私はサリ
ドマイドの研究を担当している学生が卒業する
のに合わせて、この研究を終了するつもりでい
たが、気がついた時にはフルオロサリドマイド
の多発性骨髄腫細胞活性への調査に意欲満々に
なっていた。
　鏡像異性体を用いたフルオロサリドマイドの
多発性骨髄腫細胞活性実験を実施するにあた
り、フルオロサリドマイド不斉合成法の開発が
避けられない状況になった。これまでフルオロ
サリドマイドは光学分割用カラムクロマトグラ
フィーにて分割していたが、得られる量は、一
回にわずか1mg程度である。例えば、右手型お
よび左手型のフルオロサリドマイド30 mgを純
度100％で得るには、分割作業だけでも、研究
者１名がつきっきりで１週間以上は要する。幸
運にもフルオロサリドマイドの不斉合成法の開
発は、それほど長い時間をかけることなく達成
することが出来た。しかも右手型、左手型の両
方を選択的に不斉合成する手法を見出した。担
当した学生の努力の賜であった。薬理活性試験
に必要とする十分な量の光学的純粋な右手型お
よび左手型のフルオロサリドマイドが手に入る
ようになった。いよいよヒト多発性骨髄腫細胞
株H929を用いた薬理試験を開始した。
　多発性骨髄腫は形質細胞に生じた造血器腫瘍
である。サリドマイドは、多発性骨髄腫の治療
薬として既に世界的に重要な位置づけにあり、
我が国では2008年にその疾患への使用が認めら
れている。まず、サリドマイドを用いて、アポ
トーシス誘導を検討した。in vitroによる我々
の実験系では、サリドマイドの濃度や誘導時間
に関わらず、サリドマイドは全く効果を示さな
いことがわかった。このことは、サリドマイド
が効果を発現する際、生体内で何らかの活性型
に誘導される必要があるということを示してお
り、文献記載の事実に一致する。一方、フルオ
ロサリドマイドでは、極めて強いアポトーシス
誘導を示すことがわかった。このことにより、
フルオロサリドマイドはサリドマイドとは異な



－ 11 －

物実験ではなくin vitroの評価系あるため、検
体ウサギが死亡するなどの問題を回避出来、実
験結果をより明確に得ることが可能となる。
Wells教授らは、まず、サリドマイドを用いて
マウスおよびウサギの動物実験とそれぞれの胚
の細胞培地を用いた実験を実施した。その結
果、サリドマイドはウサギを用いた動物実験と
ウサギ胚の細胞培地を用いた実験でのみ催奇形
性を示す結果が得られ、マウスではその結果は
観察されなかった。予想通りである。ところが、
フルオロサリドマイドでは、ウサギ胚の細胞培
地を用いた実験ですら、催奇形性を示さないこ
とがわかった。これらの実験結果は、フリオロ
サリドマイドには催奇形性がないことを意味し
た。注意深く調べた結果、フルオロサリドマイ
ドは評価培地中で不安定であり、速やかに消失
していくことがわかった。その半減期の短さか
ら、ウサギ胚の細胞培地を用いた実験結果は、
フルオロサリドマイドそのもののデータを示し
ているのではなく、その分解物の薬理試験結果
である可能性が考えられ、フルオロサリドマイ
ドは、催奇形性を解明するモデルには適さない
ことがわかった。もっともサリドマイド自体も
評価実験中に徐々に消失していくため、サリド
マイドの場合も、その分解物が奇形を促してい
る可能性があることも否定できない。

４．深まる謎
　Wells教授らとの共著論文はToxicol Sci誌の
2011年7月号の表紙を飾ったが、フルオロサリ
ドマイドを用いた実験結果は、むしろ謎を深め
た。断片的な実験結果をまとめると次のように
なる。まず、瘍壊死因子αの生産はサリドマイ
ドに比べ数倍程度に強く抑制する。多発性骨髄
腫に対して、代謝活性化を受けることなく強力
なアポトーシス誘導を示すため、サリドマイド
と別のメカニズムで作用している可能性があ
る。また、いずれの場合も、Ｓ体が強い作用を
持つ。一方、血管新生に関しては、サリドマイ
ドとは全く逆の活性、即ち、血管新生促進作用
を示した。催奇形性試験は陰性であった。

５．自己不均一化現象と仮説
　1983年、P. A. Crooksらによって不斉源を用
いないアキラルなカラムクロマトグラフィーに
よる自己不均一化現象が報告されている。ここ
で、自己不均一化現象とは合成した非ラセミ混
合物をカラムクロマトグラフィーにより複数の
フラクションに分取した際、フラクションごと
に光学純度に不均一化が生じるという現象を
指す。自己不均一化現象が起こるメカニズム
は不明な点が多いが、V. Soloshonokらはこの
現象が不斉中心にトリフルオロメチル基を有す
る化合物に顕著に表れることを見いだした。ま
た2010年には、我々も不斉源にトリフルオロメ
チルアルコール基を有する化合物の自己不均一
化現象を報告している。そこで我々はサリドマ
イドが生体内で自己不均一化を起こしているの
ではないかという疑問を抱いた。即ち、生体内
でラセミ化した後に、さらに自己不均一化が起
こり、何らかの要因でラセミ体と光学活性体が
自然にかつ自発的に分割され、光学活性体のみ
が代謝経路に取り込まれたといった仮説を立て
た。この仮説が証明出来れば、Blaschke教授ら
が「Ｓ体催奇形性説」を示すにあたった実験が、
再現性の困難なものであることを裏付ける有力
な手がかりとなるはずだ。

６．パラドックスへの挑戦
　サリドマイドが自己不均一化現象を起こすか
否かについての調査を行うこととした。1.0cm
径のカラムにシリカゲルを高さ5.0cm充填し、
光学純度の低いＲ体過剰のサリドマイドまたは
フルオロサリドマイドをDMSOに溶かしシリ
カゲル上にのせ、ヘキサン/酢酸エチルを用い 
2.0mlずつ分取した。分取したサンプルをHPLC
によりエナンチオ過剰率を測定した。Flash 
silica-gelを用いた場合に光学純度35%のサリド
マイドから光学純度80%のサリドマイドを得る
ことに成功した。また、フルオロサリドマイド
も同様に種々検討を行ったところ、光学純度
34%のフルオロサリドマイドを用いて光学純度
70% のフルオロサリドマイドを得た。さらに驚
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くべきことは、サリドマイドとフルオロサリド
マイドともに自己不均一化現象を示す際、その
シリカゲルカラム上での溶出純度は正反対であ
ることが判明した。即ち、サリドマイドは光学
純度の高いものから溶出するのに対し、フルオ
ロサリドマイドでは光学純度の低いものから溶
出されていた。
　この実験結果から、サリドマイドが生体内で
自己不均一化現象を起こす可能性が大いにある
という確信を得た。そして実験に取りかかった。
その結果、光学活性体がほぼラセミ化し、光学
純度が20％程度に落ちたサリドマイドでも１時
間後には、その溶液中の光学純度が98％まで回
復しているという結果を得た。これは、非ラセ
ミ化を起こしているのではなく、反応系内で自
己不均一化を起こすことによりラセミ体と光学
活性体に自然に分割されていることを示した。
我々の仮説、サリドマイドがラセミ化しても、
ラセミ体と残った光学活性体が、それぞれ別の
代謝経路へと取り込まれるという可能性を強く
支持する実験結果である。

７．おわりに
　2014年5月23-24日、JSPSボンセンター及びド
イツ語圏JSPS研究者同窓会の共催によりドイ
ツ・エアランゲン第19回日独学術シンポジウ
ム「薬学‐江戸時代から現代医薬と医療経済
学への遍歴」（Pharmacy - a journey from Edo 
times to modern pharmaceuticals and health 
economics）が開催された。名古屋工業大学
の萩尾教授、国際企画室の渡室長と柴野氏の
合計4名で参加し、私は15年間に及ぶサリド
マイド研究の最先端を「Thalidomide and its 
Chirality」という演題で招待講演を行った。サ
リドマイド禍をリアルタイムで経験したドイツ
研究者からの反響は予想以上に高く、講演が終
わった後、私は大きな達成感に包まれた。実は
もっと驚いたことがある。Blaschke教授が、会
場に現れたのである。私の講演があることを知
り、在住しているイタリアから駆けつけたので
あった。高齢とは思えない元気そうな様子の

Blaschke教授の手には、私と山崎浩史教授との
最新の共同研究論文のコピーが数枚あり、私を
大いに和ませた。
　薬学部から工学部へと研究場所を移動し、薬
理活性を基盤とする薬学的アプローチと工学部
の物理化学的解析に基づく物質化学的アプロー
チを組み合わせ、半世紀前にさかのぼる奇形児
事件の分子化学的真相と、そこから生じた四半
世紀にわたる光学異性に纏わるパラドックスに
対して、仮説を提案することが出来た。その一
方、予期せぬ研究結果が得られ、謎が一層深
まったと側面もあり、より多角的な研究戦略の
必要性を感じる。この状況に呼応するかのごと
く、名古屋工業大学では、平成25年度より共同
ナノメディシン科学専攻が発足した。この専攻
は名古屋市立大学薬学部との共同専攻大学院で
ある。これまでに個人的ネットワークにて行っ
てきた薬学及び工学的共同研究を、ひとつの専
攻内で展開出来るため、研究効果のみならず、
その研究に携わる学生への教育的効果は計り知
れない。サリドマイド事件の分子レベルでの真
相解明に向けた大きな追い風となることが期待
される。研究活動を通じて薬工学という新領域
を開拓する人材を育成し、人類の健康と福祉に
貢献していきたい。

８．謝辞
　本研究は名古屋工業大学で行われたものであ
り、この場をかりて関係した職員、学生のみな
さまに感謝を表します。また本研究は前職の富
山医科薬科大学で開始したもので、当時の関係
者に深くお礼を申し上げます。抗がん作用に関
する研究は、秋山秀彦教授（藤田衛生保健大学
衛生学部）、田中基祐教授（愛知学院大学薬学
部）、血管新生作用に関する研究は原英明教授
（岐阜薬科大学薬学部）、自己不均一化に関する
研究は朝日透教授（早稲田大学理工学術院）、
催奇形性に関する研究はPeter G. Wells教授（ト
ロント大学医学部）、代謝に関する研究は山崎
浩史教授（昭和薬科大学薬学部）との共同研究
であります。深くお礼を申し上げます。
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 
掲載日
（H26） 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

10/21 朝 20  早川伸哉  機械工学科  金属と樹脂　直接接合　県産業センターなど新技術

10/23 朝 32 － －  6年一貫過程名工大新設へ　国立大初

10/27 朝 － －  「眠れる知財」を中小企業に紹介　メッセナゴヤ

11/17 朝 12 － －  高齢者支援の新技術　緑区・鳴子団地で体験会

11/17 Web  佐野明人  機械工学科  高齢者支援の新技術　名古屋市緑区・鳴子団地で体験会

11/18 朝 13  鵜飼裕之  学長  学長が交流の場を開く　新入生に英語で語る　留学生ら招きランチ

11/18 朝 13  下野佑紀奈  本学学生  『ウチの学食』サクサク衣にミートソース

11/22 夕 3  河辺伸二  建築・デザイン工学科  76歳「恐竜像」調査

11/28 朝 20  藤岡伸子  建築・デザイン工学科  女性研究者　OGが支援　名古屋工大　人材バンク創設へ

12/1 朝 7 － －  理系の資格と仕事　「あなたが創る未来に向けて―理系の資格と仕事」を開く

12/2 朝 15  河辺伸二  建築・デザイン工学科  「いまドキッ!大学生」東山の老恐竜像を救え!　名工大生らが補修調査

中日新聞

掲載日
（H26） 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

11/4 朝 2  安在太祐  情報工学専攻助教授  「研究現場発」インプラント医療通信普及へ高品質化

12/2 朝 3  荒川雅裕  都市社会工学科  「研究現場発」グローバル化した生産環境下の製品開発・製造

中部経済新聞

平成27年度 一般社団法人名古屋工業会 会員総会開催予告
日　　時：平成27年5月23日（土）14：00 ～
場　　所：中日パレス　〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄4-1-1中日ビル5F
　　　　　　　　　　　TEL 052-261-8851
会員総会：14：00 ～ 15：00
特別講演：15：30 ～ 16：45
懇 親 会：17：00 ～ 19：00
※なお、代議員による定期総会は12：30から開催します。
　詳細は次号でお知らせします。
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G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー
電気電子工学科 情報工学専攻　助教　佐藤徳孝

ロボカップジャパンオープン2014
準優勝に関する大会参加報告

１. チーム概略
　名古屋工業大学森田・佐藤研究室では、災害
対応ロボットシステムに関する研究を行う学生
の有志で、2012年にロボットチームNITRoを結
成しました。NITRoの主な活動はロボカップと
いうロボット競技会のレスキューロボットリー
グへの参加です。
　NITRoがロボカップレスキューに参加する目
的は、学生による研究成果の実証実験および研
究テーマの発見・模索に活用することです。ま
た、教育的な側面として、競技として本気で競
い合うことによる、学生のものづくり技術の向
上、他チームとの交流によるコミュニケーショ
ン能力の向上、さらに自ら考え実践する問題解
決能力の向上を目的としています。

２. 大会と競技の内容
　ロボカップとは、ロボットのサッカーチーム
によって、2050年までにサッカーワールドカッ
プ優勝チームに勝利することを目的としたロ
ボット競技会です。1997年に名古屋で最初の国
際大会が開催され、毎年、世界各国内での地方
大会と国際大会が行われています。レスキュー
ロボットリーグはロボットがサッカーを行うた
めに培われた技術を現実社会に還元することを
目的に、2002年に創設されたリーグです。災害
現場を模した競技フィールド内に複数配置され
た、被災者を模した人形（Victim）をロボット
によって探索するという競技が行われます。ロ
ボットは災害現場での運用を想定して遠隔操作
または完全自律によって行動します。制限時間
内に発見したVictimに関する情報の量と正確さ
から得点を算出し、勝敗が決まります。
　今年度のロボカップレスキューロボットリー
グの日本大会は2014年5月4日から6日に新潟県
柏崎市の新潟工科大学で開催されました。

３．今年度のチームとロボット
　今年度のチームは、教員1名（佐藤徳孝助教）
と情報工学専攻2年の学生2名（岡部大輔君、原
俊介君）、同1年の学生2名（大嶋康太郎君、古
井地正義君）、電気電子工学科4年の学生2名（伊
藤雅俊君、澤井泰彦君）という構成です（図1）。
　今年度は、研究成果の検証というよりも、今
後の研究活動を見据え、確実に動く信頼性の
高いロボットシステムを構築し、全試合で高得
点を収め予選を突破することを目標に掲げまし
た。
　そのため今年度は、はじめに、昨年開発した
自律移動ロボットをベースに「NITRo Access」
というロボットを開発しました（図2）。4つの
車輪を全て能動的に回転可能にして小さな段差
を踏破可能にしました。ソフトウェアについて
はROSというミドルウェアを導入し、1からソ
フトウェアを組み直し、信頼性の向上を行いま
した。さらに、得点を稼ぐために自動地図生成
機能の追加を行いました。
　次に、遠隔操作ロボットの開発を行いまし
た。図３に開発した遠隔操作ロボット「NITRo 
Bit」を示します。昨年度の大会終了後に大会
の運営委員会から次年度のフィールドに通路幅
が狭いフィールドを設置するというアナウンス
（通常1mの通路に対して50cm）があったため、
極力小さくすることが開発の目標でした。こ
のロボットは参加チーム中最小の30cm立方に
納まる大きさにすることができました。なお、
NITRo Bitの開発は、NITRo Accessが研究室
内での練習走行で問題なく動くようになって以
降、競技本番の1週間前から突貫で開発しました。
これが結果的に準優勝に大きく貢献しました。

４. 大会の経過
　今大会には国内の大学から９チームとタイか
ら１チームの計10チームが参加しました。競技
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は３回の予選走行と1回の決勝走行で構成され、
予選３回の合計得点上位５チームが決勝に進出
します。今大会のフィールドを図４に示しま
す。なお、今大会では、制限時間内に発見した
Victimに関する情報の量と正確さだけでなく、
ロボットが走行したフィールドの領域の広さも
用いて得点を計算するというルールの変更があ
りました。
　まずは、３回の予選走行から競技の開始で
す。NITRoの走行では自律移動ロボットNITRo 
Accessがフィールドに用意された全ての
Victimを予選３回とも発見します。さらに、ルー
ル変更によって全チーム中最小のNITRo Bitが
フィールド内の狭い部分も走行し順調に得点を
重ねていきます。その結果、1位京都大学、２
位名古屋工業大学NITRo、以下、九州工業大学、
東北大学、愛知工業大学という順位で決勝への
進出を決めました。
　決勝戦では予選結果の逆の順番で走行が開始
されます。NITRoは自律移動ロボットがフィー
ルド内の全Victimを発見し、遠隔操作ロボット
も走行可能な領域を全て走行し、競技時間を余
らせて競技を終えました。他チームが20点から
70点台という結果の中、名古屋工業大学NITRo
が107点をマークし、暫定トップとなります。
最後の走行は、過去全10回行われたこの大会に
おいて4度優勝している強豪、京都大学チーム
です。京都大学チームも順調に得点を重ね、最
終的に京都大学チームは119点をマーク。名古
屋工業大学NITRoは僅差で優勝を逃しました。
しかし、3位以下のチームを大きく引き離し、
見事に準優勝という成績を収めることができま
した。

５. さいごに
　今回の大会で我々はチーム結成後初めて好成
績を収めることができました。これは、学生が
精力的にロボット開発とチーム運営を行ったた
めだと考えています。また、優勝は逃したもの
の、当初掲げた目標を達成することができ満足
できる結果となりました。実際の競技の映像は
大会の公式ページにアップロードされています
ので、ご興味あればご覧いただければと思いま
す。次回も良い成績が収められるよう、今後と
もチーム一丸となって研究開発に邁進していき

ます。最後になりますが、応援してくださった
皆様への感謝を述べさせていただきます。ご声
援ありがとうございました。

図1．チームメンバーとロボット（会場にて）

図2．開発した自律移動ロボット

図3．開発した遠隔操作ロボット

図4．競技フィールド全景
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G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー
（名工大新聞部提供記事）（名工大新聞部提供記事） 記：加藤 豊大（情報工学科3年）

橋本准教授、ジオポリマーを
3時間で生成することに成功

　本学、橋本忍准教授（環境材料）が、通常固
化体となるまでに一週間程度かかるジオポリマー
において、ウォームプレスという手法を用いること
で、固化体となるまでの時間を３時間と大幅に縮
めることに成功した。ジオポリマーとは、優れた
耐久性を備え、耐熱性や耐酸性にも優れる材料で
ある。石炭火力発電から廃出されるフライアッシュ
や下水汚泥の焼却灰などを原料とする。その原料
に含まれるアルミナとシリカからなる非晶質アルミ
ノシリケイト相は、濃アルカリ性水溶液と反応し固
化する性質を持つ。その固化体をジオポリマーと
呼ぶが、それは謎の多い物質で、原子が規則正し
く整列していない非晶質であるためX線による物
質の構造解析が困難であり、どのように硬化して
いるのか未だに不明である。さらに、ジオポリマー
には、真偽の程は定かでないが興味深い学説が
ある。フランスのダヴィドヴィッツ博士が提唱して
いる、古代エジプトの時代に建造されたピラミッド
の巨大な石材にジオポリマーの技術が実際に使用
されたというものだ。しかし、この学説が真実だ
とするならば、古代のコンクリートとも呼ばれるジ
オポリマーという物質に、興味が湧いては来ない
だろうか。
　今回、橋本准教授は有機ポリマーが高温で結
合するという性質を、無機ポリマーともいわれるジ
オポリマーにも適応出来ないかと考え、ウォーム
プレスという手法を編み出した。この手法は、ま
ず混合し終えたジオポリマーの原 料スラリーを、 
130°Cのオーブンで加熱して適度に水分を飛ばし
固化させる。固化した試料を再度粉砕して500ミク
ロン程の粒子状にし、その粒子を金型に入れ、加
熱しながら圧力をかける。すると、金 型通りの形
を持ったジオポリマー固化体を、全工程をあわせ
てもわずか3時間で作製することが出来たというも
のだ。この手法では、金型を用いることで望んだ
形のジオポリマーを安価に作製することが出来る
ため、タイルなど安価が求められる建材など２次
製品としての利用が期待される。
　橋本准教授は今後、固化時間を大幅に縮め、
さらに緻密化と高機械強度化出来たジオポリマー
を、先進国の多くが直面している問題である原発

から排出される放射性廃棄物を安定化して廃棄す
るための容器として、現在使用が検討されている
ポルトランドセメントに代えて、使用できないかと
考えている。橋本准教授は「ポルトランドセメントは、
その機械強度は年を経ることによって低下してい
くことが知られているが、経年による機械強度の
低下の少ないジオポリマーを、放射性廃棄物を封
じ込めておくための容器の材料として使用すれば、
長期にわたって放射能漏れを起こさず安定して保
管できるのではないか。ジオポリマーはすでにヨー
ロッパでは放射性廃棄物の封し材としても注目を
浴び始めている物質です」と語る。ジオポリマー
研究が盛んな欧州やオーストラリアでも、固化時
間の長さや固化後の変容性などの問題から、実際
には普及まで至っていない材料であるが、今回の
橋本准教授のウォームプレスによるジオポリマー
の短時間合成の技術によって利用価値が認められ
れば、日本でもコンクリートなどに代わる材料とし
て、徐々に普及することが期待される。今後の橋
本准教授とジオポリマーの動向に目が離せない。
　そんな橋本准教授は、学生に向けて「研究に
は、長いスパンのものと短いスパンのものがある。
最近は長いスパンで見なければできない研究がや
りにくい環境にあります。短期で結果を出すことば
かりではなく、時には長期で結果を出すことも必
要であるので、焦らずモノや事象の本質を捉えて、
小さなステップでも一歩一歩進めることが重要で
す」とエールを送った。

橋本准教授
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記：加藤 豊大（情報工学科3年）

記：伊佐治 拓人（都市社会工学科3年）

ハウリングを消去する技術、加藤准教授が開発

坪井さん　優秀発表賞受賞

　本学、加藤正史准教授（電気電子）がアナロ
グ電子回路によってハウリングを消去する方法
を発案した。ハウリングとはスピーカーから出
た音が再びマイクに戻ってしまうことが繰り返
された結果起こる現象であり、マイクとスピー
カーの距離にもよるが特定の周波数の音で起こ
ることが分かっている。カラオケなどで音が
キーンとなる現象もハウリングが原因で起こっ
ている。
　今回加藤准教授は、音がアンプからスピー
カーに送られる前に位相同期回路（PLL）でハ
ウリングと同じ時間幅でハウリングと同じ周波
数の波を作成している。作成した同じ大きさの
波を正負逆にし、ノイズキャンセル回路により
元の音に重ね合わせることによってハウリング
の消去を行っている。このアナログ電子回路は
ハウリングが起こり始めた直後からハウリング
による音のブレを抑え、音の信号をハウリング
がない状態と同じように出力することが出来
る。ハウリングが起こり始めた直後からハウリ
ング消去が出来るというのは、ソフトウェアに
よるハウリングの消去技術には実現しにくく、
このアナログ電子回路の最大の特徴であると言
えるだろう。
　加藤准教授は「このハウリングを消去出来る
アナログ電子回路はアナログ回路の研究を始め
てから約10年かかった」と語る。加藤准教授は
2003年に大学で研究を開始してから2011年にア
ナログ回路で雑音を消去する方法を発案し、今

　６月26・27日、三重県三重郡菰野町にて第48
回東海若手セラミスト懇話会2014年夏期セミ
ナーが行われ、酸化物エレクトロニクス研究室
の坪井泉名さん（環境材料、４年）が優秀発表
賞を受賞した。今回のセミナーは日本セラミッ
クス協会東海支部が主催したもので、東海地方
の大学や企業に所属するセラミックスに携わる
人々が多く集まり、講演や論文紹介、テーブ
ルディスカッションなどが行われた。テーブル
ディスカッションには坪井さんを含め38名が参
加したが、Ｍ１やＭ２の学生が大半で4年生は

回は以前の成果を受け継いだ上でハウリングに
特化したアナログ回路を発案している。また、
加藤准教授は「今後、このハウリングを消去す
るアナログ電子回路の実用化にむけてアピール
していきたい。元々半導体材料が専門だったた
め、半導体材料の研究も進めたい」と今後の展
望を語った。
　本学の出身でもある加藤准教授は「実は、学
生時代にはあまり真面目な生徒ではなかった。
研究室に入って研究の面白さに気付き、地道に
研究に打ち込んで研究者になった」と語る。そ
れを踏まえて「今自分に能力が無いように思え
ても、しっかりと研究に打ち込んでいけばきっ
と花開くはず。あきらめずにやりたいことに打
ち込んでいくことが重要である」と話してくれ
た。

坪井さんだけであった。発表はポスター形式で、
参加者はA4用紙12枚程度のポスターを用意し
研究成果についてプレゼンテーションと質疑応
答を行った。選考は参加者全員の投票によって
行われ、坪井さんを含む5名の発表が受賞を果
たした。
　坪井さんは、「エピタキシャルCr2O3薄膜にお
ける応力誘起電気磁気特性」というテーマで発
表を行った。電気特性と磁気特性の相互作用を
利用した研究で、Cr2O3の平坦な極薄膜の作製
に成功したことが受賞の大きな要因となった。

加藤准教授
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演算素子や電気機器等への応用が期待される。
直接の指導教官にあたる横田壮司助教には研究
を進めるにあたり、ポスター作製に必要となる
実験データの考察力を養ってもらったそうで、
本番に向けては「楽しんでやってこい」とアド 
バイスされたそうだ。
　ディスカッションに参加した感想としては、
「他の参加者は大学院生ばかりで、初めての出
場ということもあり緊張した。４月の研究室配
属後まだ2カ月ほどしか研究を進めていない段
階での発表だったが、いま分かっていることを
使って発表することができた」と話した。
　今後の目標については、「今回の受賞で認め
てもらった部分はあると思う。大学院へ進学し
てもさらに高い性能を発現する材料の研究を進
め、電子デバイスへの応用も考えたい。」と語り、

本学の学生に向けては、「研究を始めたころは
わからないことが多かったが、横田助教の助け
を借りて２カ月でここまで来ることができた。
たとえ思うように成果が出ないとしてもめげず
に勉強を頑張ってほしい」とエールを送った。

坪井泉名さん

記：広瀬 雄治（名古屋工業大学大学院産業戦略工学専攻1年）

部活の扉 第32回『名工大国際学生会（NITIA）』

　2014年6月28日(土)本学体育館にて名工大
国際学生会(NITIA)による運動会「NITIA 
OLYMPIC」が開催された。体育館全体を使い、
風船を足に取り付けた風船割り、かごを人が背
負って走り回る玉入れ、万歩計を活用したリ
レー、二人三脚などが行われた。多くの留学生
とともに日本人学生も汗を流し交流を深めた。
NITIAは交際交流イベントを企画するグループ
で、留学生を中心に日本人学生との交流を目的
に活動している。チューターとともにイベント
を企画する会議を行い、ほかにも毎週の役員会
議と月一回の全体会議を行っている。基本的に
は自由な風土があり、それぞれの企画にユーモ
アがあふれている印象だ。
　毎年４月と10月にそれぞれ春と秋の定例新入
留学生歓迎会が行われる。その他には今回の運
動会、フットサル大会、流しそうめん、花火大
会、犬山の陶芸体験、新年の初詣などイベント
は非常に多い。こうしたイベントは今まで国際
交流センターなどの学内の掲示板や、facebook
などで留学生を主な対象として告知がされて
きたが、今回新しく公式Webサイト（http:// 
hellonitia.tumblr.com/）が作成された。今後は
今までよりも多くの日本人学生の参加が期待さ
れる。現代表のリュウ エイチョウさん（都市

社会４年）は「NITech is Border-Free.NITIA
では日本人と留学生のつながりと絆を築けま
す。自分の知らない世界に触れられることほど、
刺激的なコトってありません」と交流の楽しみ
を話してくれた。
　10月24日（金）には定例の秋新入留学生歓迎 
会が開催される。歓迎会についてリュウさんは
「たくさんのご参加をお待ちしています。参考
として４月に開催した春新入留学生歓迎会の大
盛況についてWebでご確認ください！わたした
ちと一緒に文化や価値観の多様さを楽しみませ
んか？」と語ってくれた。

NITIA OLYMPIC
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情報情報 ネットワークネットワーク
　平成26年度北陸支部総会、講演会、懇親会を
去る10月25日（土）16時より、小松市の老舗『小
六庵』にて、本部水嶋理事長ご臨席の下、総計
22名で開催いたしました。
　総会は地元小松市の道場栄自氏（Ｆ60）の司会
で始まりました。支部長の挨拶、会務収支報告
のあと、議長選出、理事長ご講演、支部活動の
方向付け、支部役員改選、プレゼンテーション
に入りました。
　1．水嶋理事長から名工大、名工会の最近の
動向、トピックス（鳥人間、ロボコン他）などご
講演をいただきました。特に今後名工会が目指
す方向のお話の中でも、会員増強については会
員カード、その特典などの具体的なお話もあり、
支部活動に一層強く反映できることを示唆いた
だきました。
　2．支部長から理事長の『輝く、ますます輝く
母校を願って』文が抜粋配布され、これに基づ
いた支部方針のうち、特に未入会者の入会と
メールアドレスの取得が強く求められました。
さらに詳細については当支部のホームページに
アクセスして活用されるよう要望されました。
この度リニューアルされた本部のホームページ
とリンクされていることも強調されました。
　3．前回総会で同意を得ていた次期支部長と
代議員推薦候補者が支部長より紹介され、若返
り人事が最終決定いたしました。新支部長には
11月１日付で馬場清和氏（Ｍ44）が就任されるこ
ととなり、歓迎の拍手の中、就任の挨拶と決意
が表明されました。
　4．今回のプレゼンテーションはぐっと趣
を変えて富山の辻計夫氏（Ｋ33）の趣味『78歳夢
まっただなか！手作りラジコン飛行機』と題し
てYS－11の1/16縮尺の手作りモデルの製作、
飛行の模様を地元テレビ局の放映シーンも交え
てスライドショーで苦労話も交えて紹介されて

平成26年度北陸支部総会、講演会、懇親会の報告
皆さんの大きな興味を誘いました。
　懇親会は記念撮影後、自己紹介にたっぷり時
間を取りながら、話題豊富な大変賑やかな宴席
となり会員の懇親を深めました。北陸の酒、料
理もゴルフ談義、登山自慢など交え十分に堪能
致しました。
　最後は次回の総会開催地となる富山市の森代
議員（Ｋ46）の開催決意表明と中締めとなりまし
た。
　なお、懇親会終了後、お疲れの様子も見せら
れず理事長は、現役時代に交流の深かったプレ
ス機のコマツの皆さん８名とホテルサンルート
小松に移動して『コマツ懇親会』に参加されまし
た。これまた現場好きが現場を思い出して懐か
しくて大変楽しい出会いであったと馬場清和氏
から報告を受けました。
　理事長から北陸支部は『個性的な支部』とのご
感想もあったようで、良い意味で更に今後の支
部活動に特色のある企画を探って行きたいもの
であります。
　新理事長を囲んで皆さんの絶好の親交の懇親
会となり、支部そして一般社団法人名古屋工業
会そして母校の更なる発展を心より願ったこと
を、支部を代表してここに報告いたします。

記：山岸（K33）

（26年10月25日　小松市内の料亭『小六庵』にて）
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　平成26年度北海道支部総会は、11月8日（土）に
札幌の七福寿司で14名が参加して開催されました。
名古屋工業会本部から副理事長・大阪支部長の
木越正司氏（C44）が出席されました。
　ここ数年参加者が固定化する傾向がありました
が、今年はお一人が初めて参加されました。また、
10年ぶり、5年ぶりに参加された方もおられました。
さらに今年は、帯広（1名）、旭川（1名）、苫小牧（2
名）と遠くから参加された方もおられ、最近では、最
多の14名の出席者となりました。できるだけ多くの新
しい同窓生が参加するよう、今年もはじめて参加さ
れる方の会費を無料としました。
　同窓生相互の情報交換を目的に、平成25年に
支部のニュースレターを発刊しました。同窓生の自
己紹介、近況や母校の想い出などの原稿を掲載し
ています。総会時に第4号を参加者に配布しました。
　総会では、木越副理事長より本部からの資料に
基づいて、大学や工業会の現況について説明があ
りました。さらに、事業報告、会計報告の後、出
席者全員が近況を紹介し、懇親を深めました。
　出席者の近況は次の通りです（敬称略）。　
宮入　紀行（F40）：退職された11年前にフィリピン
セブ島に移住されて7年、その後タイのチェンマイに
移られて4年滞在され、9月に日本に戻られました。
現地では、語学学校に通われ、英語、タイ語を学
ばれたそうです。タイの食べ物は辛く、フィリピンの
食べ物の方が合っているとのことです。支部総会に
は11年ぶりに参加されました。
今田　浩昭（A62）：大学卒業後、先輩が経営す
る東海地区にある設計事務所で3年間勤務され、
その後出身地の帯広に戻られ、設計事務所を開設
されました。現在は、個人向け住宅を中心に設計
をしておられます。北海道に戻られた時、北海道
では名工大の名前はほとんど知られておらず、出
席の同窓生に北海道で活動する名工大卒業生の
状況について質問しておられました。北海道に同
窓会組織があることを最近知られ、今回初めて支
部総会に参加されました。
山岡　千秋（ZW3）：卒業後、「多治見市立陶磁
器意匠研究所」の研修生として修業されました。そ
の後、出身地の北海道岩見沢に戻られ、祖父が
開かれた「こぶ志窯」に勤務され、現在に至ってお
ります。「こぶ志窯」は北海道で一番古い陶器です。
昨年より「こぶ志窯」が、北海道新聞、じゃらん等

北海道支部総会報告 の情報誌、コミュニティFMラジオ、衛星テレビなど
いろいろなマスメディアに取り上げられて注目をあび
ています。また香港のテレビの旅番組でも取り上げ
られる予定です。5年ぶりに支部総会に出席されま
した。
佐藤　昌治（M40）：毎日の運動で健康を維持され
ています。今年は、ハワイ（1か月）、フランスの旅
行をされました。
高田　忠彦（Y41）：2月に骨折され、入院されました。
現在は、放射能除染のための材料の開発を行って
おられます。
三田村好矩（F41）：ドイツのドレスデンに行きました。
地元の工科大学の学生食堂に握り寿司が並んでい
るのに驚きました。また、地元のショッピングセンター
内に小さいながら回転すし（SUSHI CIRCLE）があ
るのに驚きました。今や鮨はSUSHIになりました。
山平　英夫（C43）：近くにお孫さんが住んでおられ、
楽しんでお世話をしておられます。
秋山　秀雄（Es43）：小学校図書館での本の修理、
おもちゃ病院でのおもちゃの修理とボランティアとして
忙しくしておられます。
田上　利明（C47）：健康増進を目的に年間108回
ゴルフをされました。
佐川　正人（C53）：毎日曜、ご夫妻で登山を楽し
まれておられます。健康増進を目的に自宅から会社
まで歩いて通勤しておられます。
赤澤　稔彦（Y53）：久しぶりに母校を訪れ、その
変貌ぶりに驚かれました。
浅野　一郎（C54）：札幌に転勤されてから一年半
がたちました。
吉川　芳和（C54）：札幌に転勤されてから3年がた
ちました。114ある北海道内の道の駅で行っていな
いところは後一か所になったそうです。

記：三田村好矩（F41）
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　平成26年度の名古屋工業会香川支部総会は、
平成26年6月22日（日）に支部会員26名が出席し、
例年どおり香川を代表する観光名所である栗林
公園内の「花園亭」で開催しました。
　総会は、細谷支部長の挨拶に始まり、工業会
本部よりお越しいただいた二杁常務理事から
は、ロボコン日本一や、鳥人間コンテスト挑戦
など、頑張っている名工大の学生についてお話
しをいただきました。
　引き続き浅野代議員よる名古屋工業会総会の
報告、幹事による平成25年度の香川支部会計報
告等が行われました。
　総会に続き、出席者の最長老である久保氏の
乾杯のご発声により懇親会へと移り、栗林公園
の庭園を眺めながらの料理と酒に話が弾みまし
た。また、恒例の各人からの近況紹介ではそれ
ぞれが興味の尽きない話をされ、例年どおりの
盛況ぶりでした。
　約３時間の総会・懇親会の終わりは、全員で
「東海のほまれに」を斉唱。記念撮影を行って散
会となりました。
　香川支部では、毎年６月の日曜日に、支部総
会を開催していますので、香川県にお住まいの
卒業生の皆さま、転勤で一時的に香川県に在住
の皆さまの参加をお待ちしております。

記：前川（C⑩）

　平成26年度の九州支部例会は、名古屋工業会
から事務局長 森 要一様、名古屋工業大学から
卒業生連携室 森 聡様のお二人をお迎えし、九
州在住の卒業生21名が出席して、菊薫る11月8
日（土）に、リーガロイヤルホテル小倉にて開催
しました。
　今年の例会で特筆されることは、本部からの
他に大学の卒業生連携室から初めてご参加いた
だき、出席者との交流を深めていただいたこと、
また、九州在住の卒業生の本部からのご紹介に
より、こちらも初めて出席いただいたことです。
　以下、式次第に沿って、概要を報告します。
　まず写真撮影、次いで九州支部長から出席の
お礼と楽しく意義のある集まりとなることを願
う旨の挨拶を行った後、平成25年度の活動実績、
平成26年度の活動計画並びに会計について報告
し、いずれも出席者の承認を得て、決定するこ
とができました。
　この後、山本様（M32）のご発声による乾杯の
もと懇親会に入り、食事をしながら卒業年次・
学科を超えての懇親が行われ、この中で森 事
務局長及び森 卒業生連携室員から名古屋工業
会及び卒業生連携室の目的・役割と活動状況の
紹介があり、出席者と広く交流されました。
　これに続く出席者一人一人による自己紹介と
近況報告の場では、それぞれのご活躍の様子が
報告され、一同は熱心に傾聴し、この場を通じ
て出席者間の相互のつながりが改めて確認され
たものと信じています。
　今年も愉快で意義ある例会となり大いに盛り
上がりましたが、終わりに全員で学歌「東海の
邦のほまれに」を斉唱し、安達 九州支部副支部
長（A46）の音頭のもと万歳三唱により出席者を
含む卒業生の皆様のご健勝、名古屋工業大学並
びに名古屋工業会の益々の発展を祈念しつつ、
来年11月の福岡市での再会を約して、また、九
州各県からの多くの参加を期待して散会しまし
た。

記：九州支部長　喜多村治雄（M40）

平成26年度 香川支部総会開催報告 平成26年度 九州支部例会の開催報告
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　昭和33（1958）年、窯業工学科卒業生の同窓
会、Ｙ33会を10月21日～ 22日、横浜ロイヤル
パークホテルで開催した。今回は傘寿を迎える
メンバーが多いことから、これを記念する意味
もあって少し趣向を変えた企画となりました。
参加者も年年減少するのは止むを得ないことで
すが、東は仙台、西は山口県から12名が参集し
ました。このホテルは、横浜みなとみらい地区
のシンボル的存在であるランドマークタワーの
上層階にあり、客室からの眺望はまるで飛行機
から地上を見るような感じでした。
　夕方からの宴会は、地上277メートルの最上
階70階にあるレストラン「シリウス」で行った
が、ワインで乾杯の後、横浜港の夜景を眺め、
生演奏や女性歌手の歌を聞きながらの楽しい一
時を参加者一同で共有できたのは素晴らしい思
い出として心に残ることでしょう。幹事部屋で
の二次会では、遅くまで大いに盛り上がりました。
　今年は一同の傘寿に加えて、仲間から２名の
叙勲者が出ました。「瑞宝中綬章」の栄に浴した
阿部良弘君、「旭日小綬章」の牛込進君の二人で
すが、同級生から一度に二人も叙勲者が出ると
いう、誠に目出度く珍しい出来事であり、一同
の誇りでもあります。
　翌日は生憎の小雨でしたが、来年の再会を約
して散会となりました。近くの科学技術館の見
学や港町の散策を楽しんだ方もいました。

記：間瀬富隆

傘寿を迎えての同窓会
　愛媛支部の平成26年度支部総会及び愛媛在住
卒業生懇親会を、平成26年11月23日（日）、午前
11時からホテルJALシティ松山２階の日本料亭
「さわふく」に於いて開催しました。愛媛支部は
平成24年度に再スタートしてから３回目の総会
となり、本部から二杁幸夫常務理事を来賓に迎
え、名古屋工業会の会員、非会員合わせて過去
最大の14名が集まりました。
　会では、二杁常務理事より名古屋工業大学の
最近の活動やリニューアルされた名古屋工業会
のホームページの紹介がありました。また、非
会員の参加者には入会案内を配布し入会のメ
リットの説明を行いました。
　活動内容や決算報告の資料を見ながらも、自
己紹介を中心とした話題で盛り上がり、その後
自然にいくつかのグループに分かれて歓談し、
楽しい時を過ごしました。

記：浜田裕介（D⑭）

期日：平成27年２月７日（土）18時より懇親会
　　　８日（日）９時より総会、のち奈良観光
場所：旅館『古都の宿むさし野』
　　　近鉄及びJR奈良駅下車タクシーで各々 6分、10分
　　　URL　http://www.nara.-musashino.com./
　　　奈良市春日野町90番地
　　　電話　0742（22）2739/2730
会費：２０，０００円
連絡先：幹事　東　理(sdkd84103@nike.eonet.ne.jp)
注）期日が迫っていますので、参加希望者は大
至急ご連絡下さい。

平成26年度 愛媛支部総会、懇親会の報告

空手道部 ＯＢ総会のご案内



－ 23 －

　（一社）名古屋工業会岐阜支部は、支部活動
の一環として「名建築と美味料理」をテーマに
研修事業を行ってきました。今年度から単な
る視察旅行ではなく「T-ラーニング」と銘打っ
て、研修事業に学習機能(技術学習)を付加しま
した。「T-ラーニング」の「T」は「Technology」の
頭文字で、名古屋工業大学の「Nagoya Institute 
of Technology」から引用しております。そこで
今年度は、奈良市の「奈良ホテル」と「唐招提寺」
を選定し、近代和風建築である「奈良ホテル」と
飛鳥時代の国宝建造物を多く抱える「唐招提寺」
を、建築学科卒業生による説明を行い参加者の
学習としました。企画内容としては、奈良公園
内にある「奈良ホテル 花菊」で昼食を摂り、「唐
招提寺」の研修学習です。
　老舗ホテル「奈良ホテル」は、明治39年奈良市、
関西鉄道、京都都ホテルの3者で覚書を交わし、
用地を奈良市に代わって奈良県、資金は関西鉄
道が提供し、経営は都ホテルとなり、興福寺を
見下ろす丘の上で開業した。和風デザインの木
造2階建て桟瓦葺きとし、3棟が雁行し入母屋屋
根の大棟に鴟尾（しび）を乗せている。内部はロ
ビー階段やギャラリーに高欄形の手摺を設け、
天井を格天井とするなど、全体意匠を書院風に
整え、暖炉や照明などに洋風なものも和風にし
ている［（一社）日本建築学会；総覧 日本の建築第6巻 
滋賀・京都・奈良 P.66奈良ホテルより引用］。
　当日は、午前7時30分にJR多治見駅前を出発、
午前8時30分にJR岐阜駅前を経由し一路奈良市
に向かいました。参加者は（一社）名古屋工業会
会員と家族の参加で28名、昨年とほぼ同数の参

(一社)名古屋工業会岐阜支部 平成26年度研修（T-ラーニング）報告
『奈良の老舗ホテル（奈良ホテル）で味わう料理と唐招提寺視察学習』

加者でした。午前11時30分に奈良ホテルに到着
すると、奈良ホテルスタッフからの説明があり、
建造物の説明をされるとともに調度品や書画も
一流品で是非鑑賞してほしいとのことでした。
入口ロビーには有名画家「上村松園」の画が飾ら
れており、休憩室にはアインシュタインの引い
たピアノもあり、参加者の目を楽しませてくれ
ました。ホテル内の視察学習と集合写真を撮っ
たのち、昼食をいただきました。奈良地産の野
菜や銘酒などを頂きながら食事をとり、懇親を
深めることができました。
　その後「唐招提寺」に移動し、境内にある寺院
建造物を建築学科卒業生より詳細な説明があり
ました。参加者は普段得られない寺院建築に関
する説明に、興味津々で聴き入り質問するなど
大いに学習することになりました。「唐招提寺」
は律集総本山で、金堂、講堂、宝蔵、経蔵及び
鼓楼が国宝、礼堂、東室及び御影堂が重要文化
財という文化財建造物の宝庫です。特に金堂に
ついての説明が興味深く、柱の高さが両側に向
かっていくにつれて高くなり、屋根の反りに併
せた視覚的な効果をねらった技術を応用してい
ることの説明には、参加者一同感嘆することし
きりでした。境内の他の建造物も一通り研修学
習したのち、午後3時30分には奈良市を出発し、
無事帰路につくことができました。
　来年度以降は建築学科の幹事ではなくなり、
「名建築と美味料理」は今回をもって終了します。
しかし研修活動は継続しますので、岐阜支部会
員の皆様や家族の方の参加を願っております。

記：田中 清之（A54）

奈良ホテル玄関での集合写真 唐招提寺での説明の様子
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　平成26年10月25日（土）、名古屋支部の見学研
修会として、「静岡県焼津市黒潮温泉及び大井
川SL列車乗車」のバス旅行を開催しました。支
部の会員様およびその御家族の皆様など総勢82
名の参加者がありました。本年度から、名古屋
支部の活動において、支部総会（6月）と見学研
修会（10月）を分けて実施することになり、見学
研修会のみで実施される初めてのイベントとな
りました。まず始めに焼津おさかなセンターへ
立ち寄り、お土産に新鮮な海の幸を手一杯買い
求める参加者の姿がみられました。いかすみソ
フトクリームを食べ、口の周りを真っ黒にして
いる参加者もいて、笑いを誘っていました。そ
の後、オーシャンビューが美しいホテル松風閣
での昼食と、短い時間ではありましたが希望者
には温泉にまで入っていただき、移りゆく秋の
風情を満喫していただきました。幸運にもこの
ホテル松風閣から、左手の山の向こうに富士山
を眺望でき、若干遠目ではありましたが世界遺
産の雄姿に大満足でした。その後、参加者一行
は大井川鉄道へ向かい、大井川のほとりをひた
走るＳＬ列車の乗車を楽しみました。客車の木
の風合い、ゆっくりとしたスピード、車体のき
しむ音、時折窓から石炭を燃やした煙が立ち込
め、その匂いに何か懐かしい郷愁を覚えたのは、
今まで一度もＳＬに乗ったことがなかったのに

平成26年度 名古屋支部見学研修会の報告
不思議な感覚でした。無事ＳＬ列車の乗車体験
を終えると、再び近代都市名古屋の街へ、楽し
い思い出いっぱいに戻ることができました。

記：橋本（Y②）

焼津おさかなセンターにて

SL列車到着
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　すばらしい青空の下、10月10日（金）に大阪
支部秋季見学会として本年3月に全館グランド
オープンを迎えた高さ60階300メートルの日本
一の高さと広さを誇る「あべのハルカス」の見学
会を開催しました。高さのみならず「エコ先進
技術」を取り入れた最先端のビルの見学会であ
る事から兵庫支部他からのメンバーも含めて40
名の方々が参加されました。
　この超高層複合ビルは近畿日本鉄道（以下、
近鉄）が梅田・難波に次ぐあべの・天王寺エリ
アを大阪・第３の都市核へと変貌させるために
建設された新しい大阪のランドマークです。当
日はまず、近鉄であべのハルカス事業本部長を
務める本学卒業生の赤坂秀則取締役専務執行役
員（Ｃ50）より本ビルにかける近鉄の街作りへの
思い、平成18年の計画立案開始からのご苦労（特
に都市再生緊急整備地域の指定と航空制限区域
の変更）等をお聞きして見学に入りました。見
学のご説明は設計・施工を担当された竹中工務
店大阪本店総括作業所長で本ビルの建設を陣頭
指揮された同様に本学卒業生の穐山和生様（Ａ
56）を中心にご対応いただきました。通常の見
学ルートには含まれない自然光を最大限取り入
れたオフィスエリア等ビル内を見学し、透明感
のあるシャトルエレベータにて58階～ 60階の
展望台へ。生駒の山並み、関空、大阪湾から六

大阪支部秋季見学会：あべのハルカス
甲山、更には足下に見える古き大阪の顔「通天
閣」と360度の大展望を楽しみました。その後、
近隣のレストランにて会食をしながら穐山所長
より「赤坂専務はじめ近鉄様と一体となって取
り組んだ大プロジェクトに参加出来た喜び」を
お聞きするとともに長期にわたる工事期間中の
技術上のご苦労をご説明いただきました。──
コンカレント体制で取り組んだ資材調達・安全
対策・あらゆる環境にも耐える設計、技術対策・
施工時の工夫──
　工業会メンバーとご一緒に参加された5人の
奥様方にとっても印象に残る見学会になったの
ではないかと赤坂専務、穐山所長、更には事前
打ち合わせからきめ細かくご対応いただきまし
た竹中工務店大阪本社技術部：中瀬知幸様（Ａ
59）に厚く御礼申し上げます。

記：加藤　修（K48）
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　現在ＮＨＫにおいて放映中の「黒田官兵衛」の
ゆかりの地を訪ねるべく、三連休の初日とな
る26年11月1日（土）午前８時に難波をスタート、
梅田を経由して総勢40名（内、ご夫婦７組）が、
貸切バスにて出発。ご参加者の中には名古屋か
ら参加のＥ33 前島一雄様ご夫妻、同じくＦ47 
守田賢一様、また岡山・瀬戸内市からＫ39 松
田清治様など、遠方からわざわざ参加された
方々もおられ主催者側として先ずは感謝。先ず
最初の探訪先は姫路市の北「廣峯神社」へ、ここ
で本日のガイド役を務めて頂く地元在住のＫ44 
加藤恵之氏と合流、このあとの各所のご説明を
お願いする。ここ「廣峯神社」は、祇園祭で有名
な京都の八坂神社の祖となる祇園本社として、
室町時代には熊野にも劣らぬほどの参詣者がこ
の山を訪れたと記されているといわれ、ここに
は社家や下級神官で組織された御師制度があ
り、この御師達が神社の護符と一緒に官兵衛の
祖父重隆が提供した家伝の目薬を各地に販売し
後の黒田家の財を成したと言われ、まさに黒田
家飛躍の地となった所です。未だに非公開なが
ら二軒ほど御師屋敷が現存しています。このあ
とは一路姫路市内に向かい、先ず姫路城下の「官
兵衛　大河ドラマ館」を見て予備知識を得たあ
と、「姫路城」内を専門ガイドさんの案内で見学。
平成の大修理がほぼ終わり、素屋根が外され屋
根の真っ白い漆喰が鮮やかで、まさに「白鷺城」
の名に相応しい光景を目のあたりにしながら城
内を巡った。その後地元の割烹で昼食。食事も
そこそこに「書写山 園教寺」へ。ここは「西の比
叡山」と呼ばれる天台宗の古刹で西国三十三所
の一つでもある。中国攻めに乗り出した秀吉が
西の毛利、東の別所に挟撃されるのを恐れ、官
兵衛の進言に従って本陣を移したとされる天然
の要害地。山上へはロープウェイで、京都の清

平成26年度・大阪支部「秋季歴史探訪の会」開催報告
（稀代の軍師　黒田官兵衛のゆかりの地を訪ねて播磨を探訪）

水寺に似た舞台造りの「摩尼殿」や「ラストサム
ライ」など映画のロケ地ともなった「三つの堂」
等を見学する。下山後は「英賀神社」へ。ここは
かって播磨最大の港町で、官兵衛が毛利方の水
軍五千を撃退して勇名を馳せたところとしても
知られるが、そのほかにも信長に抵抗した一向
宗門徒の拠点でもあった「英賀御堂」や「英賀城」
のあったところで、これ等はのちに秀吉によっ
て滅ぼされるが、このときの篭城戦に加わって
いたのが小説家司馬遼太郎の先祖であったとの
ご縁で、境内には司馬遼太郎の官兵衛を主人公
にした小説「播磨灘物語」の文学碑が建立されて
いる。ここを見終わった頃には夕闇が迫り、最
後の探訪先としていた官兵衛が近習として仕え
ていた小寺氏の居城のあった「御着城祉」は残念
ながら割愛せざるを得ない仕儀となってしまっ
た。三連休の初日となった往路の高速道の渋滞
が尾を引いた形になり、参加者諸氏には誠に申
し訳ないことながら、帰阪の途に着いたことで
あった。

記：藤原 康宏（E36）
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　昭和41年に名古屋工業大学・工業化学科を卒
業し、古希も無事に過ぎる事が出来た仲間が、
元気な姿で毎年あえるように…と行われている
同窓会、今年も10月19日、20日に一泊二日で世
界遺産に登録された富士山を見に行きました。
台風18号、19号が日本列島を通り過ぎてからの
日・月曜日、さすがに日ごろの心がけが良いせ
いでしょう…当日は快晴に恵まれました。
　総勢19名（1名は旅館直行）、静岡駅へ集合後、
一路「三保の松原」へ…天女の羽衣の伝説の松を
眺めつつ少しかすんだ富士山をバックに記念撮
影。その後「白糸の滝」を見て（40数年前とはまっ
たく変わっていた･･･観光地になり綺麗に整備
されていた）田貫湖畔の宿へ到着、各部屋から
望める富士山の眺望、刻々と変わる富士山の様
子、ピンク色に染まった富士山を見て一同みな
感激…おいしい料理を食べアルコールを飲みな
がら、近況報告、そして、カラオケ、更に、一
部屋を空けての3次会で、懐かしい学生時代を
語ったり、かわいい彼女（猫ちゃん？）の話など
時間の経つのも忘れてしまいました。中には、
静かに囲碁を楽しんだ人もいましたけれど…
　翌朝は早朝より田貫湖畔の散策を楽しむ人、
風呂に入りながら富士山を眺める人、思い思い
に過ごし、傘雲が掛かった富士山を堪能しまし
た。
　翌朝、旅館前で集合写真を撮り、高砂酒造で
酒蔵見学、清酒の利き酒をした後、浅間大社本
宮参拝、身を清め、清流を見てしばしの休息、
富士宮市内でB級グルメを食べて、「おなかいっ
ぱい!!!」
　来年は岡山でまた元気にあいましょう…の言
葉を残して新富士駅にて散会しました。
　お互いに、どの顔を見てもいつも「にこにこ」
同窓会の良さを改めて感じた旅行でした。

記：幹事　佐野勝樹、伊藤　豪

緑会D41同窓会（静岡にて）報告

みんな笑顔の集合写真　平成26年10月20日

部屋から眺めた雄大な富士山

白糸の滝にて
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　本学卒業の絵画を愛好する仲間が集まり毎年
名古屋で絵画展を開催しております、今回で
第22回を迎え10月21日（火）から26日（日）まで名
古屋の伏見にある電気文化会館5階の東ギャラ
リーで開催いたしました。今年の入場者数は
800名近く多数の方にご鑑賞をいただき好評の
中で無事終了することが出来ました、ご来場の
皆様に心から感謝を申し上げます。
　残念ながら今年も前田　隆（C34）、白川博之
（A35）さんのお二人が亡くなられ、昨年からの
会員減少により総点数も73点(前田さんの遺作1
点を含む)と昨年より大幅に減りましたが、作
品の質は向上しているとご高覧いただいた皆様
から大変高い評価をいただきました。今後も充
実した絵画展を目指し、本学のPRにつなげれ
ばと願っております。
　なお、この会も本年2名の会員を失ったよう
に高齢化により会員減少が進んでおります、存
続していくためにご入会（特に若い方）を期待し
ておりますので、是非ご入会希望者や絵を描い
ている方の情報を下記事務局までご一報くださ
いますようお願い申し上げます。
　次回は平成27年10月27日（火）から11月1日
（日）まで同じ場所で開催予定です。是非沢山の
方にご高覧いただきますようお願い申し上げま
す。

記：福田一豊（A36）

第22回ごきそ会展（名古屋工業大学OB絵画展）2014開催 
今回の出展者名
清水　昭夫（A26）　　信田　豊治（A28）
富田憲次郎（A29）　　神谷　義夫（A31）
栢本　良三（A31）　　早川　茂次（A33）
本田　暎幸（D33）　　清水　　昭（A34）
前田　　隆（C34）＊　山田　銑一（K34）
伊藤　禎治（A35）　　加藤　桂吾（A35）
栃尾　宗昭（A35）　　福田　一豊（A36）
平川　史朗（A38）　　木戸　眞人（A40）
高橋　秀郎（M41）　　吉田　昭博（M41）
＊遺作展示

連絡先　中部事務局　福田　一豊
〒465-0053　名古屋市名東区極楽2-184
TEL:052-702-1504   FAX:052-702-0097 
E-mail：k_fu@d2.dion.ne.jp 
関東事務局　加藤　桂吾
〒222-0032　横浜市港北区大豆戸町802-2
大倉山ハイム7-305
TEL/FAX　045-777-0216

会場風景

会場での集合写真
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　平成26年11月11日に第100回目の記念大会を
18名の会員の御出席をいただき、名門三好ＣＣ
東コースで開催をいたしました。振り返ります
と、第１回は昭和63年9月27日に、南山ＣＣで
17名の参加を得て開催を致しました。当時の出
席者の中で、竹村皎様、山中章右様、國島尤様、
小生（柴田作）４名の方々が今尚、会員として活
躍をされておられます。あれから26年の歳月が
過ぎました。その中で亡くなられた会員の方々
もおられます。改めて年月の長さを感じ、これ
からも会員の方々の協力を得て、名工大ごきそ
会を益々発展継続して行きたいと決意いたす次
第です。今回は100回記念として、５組のグルー
プ対抗戦等、普段やらない色々な催し物を計画
致しました。心配しておりました天気も曇りが
ちでしたが、ほどよい暖かさとなり、絶好のゴ
ルフ日和となりました。競技結果については、
優勝は、楽しいゴルフを信条とされる森井敏彦
様（Ｗ41）がグロス100、ネット81で獲得されま
した。２位は、グロス84、ネット81でシングル
プレーヤの梶原俊彦様が獲得され、３位には、
前回も３位であり、そしてステデイなゴルフを
実践される平岡雄偉様が、グロス90ネット82で
獲得されました。プレー後、いつもの懇親会の
中で表彰式を行い、いつもより多い賞品に、会
員の方々の嬉しい声と拍手が響き渡り、そして
100回まで到達出来た事を祝い、最後まで楽し
くそして笑いの中で、次回は、緑が丘ＣＣでの
開催を確認して、閉会としました。

常任幹事　柴田　作（Ａ42）

第100回名工大ごきそ会記念大会報告
　去る10月31日（金）に、恒例のＮＴＴ名工会総
会を栄の名古屋国際ホテルにて、27名の参加に
より和やかな雰囲気で開催しました。

１．総会
　事務局より平成25年度事業報告と決算報告が
あり、引続き平成26年度役員選出を行い、会長
のＮＴＴ西日本㈱ ビジネス営業本部　担当部
長　田中敦氏（Ｅ63）を始め、全員が満場の拍手
にて承認されました。

２．講演会
　特別講師として、母校の学長（鵜飼裕之氏（Ｆ
52））をお迎えし、『名古屋工業大学の現状と将
来』を御講演頂きました。実践的工学エリート
の養成を目指した教育システムの改革（学科・
専攻の再編等）を中心に、創造工学教育課程の
新設、フロンティア研究院の設置（グローバル
化教育等）など、時代のニーズを先取りし「未来
を創る」取組みをご紹介頂きました。卒業後の
時が経つほど、大学の取組みに疎くなる傾向に
ありますが、鵜飼学長のソフトな語り口とその
奥に秘めた熱い思いを感じながら、全員が新鮮
な気持ちで傾聴できました。

３．懇親会
　田中敦会長の開会挨拶の後、先輩を代表して
中山重典氏（Ｃ45）の乾杯のご発声により開宴と
なりました。先ほどの御講演への質疑・意見交
換をはじめ、公私に関わる近況報告、各職場で
の仕事や最近の社会情勢等、職場を越え世代を
越えた話題に花が咲きました。その後、恒例の
学歌「東海の邦のほまれ」を斉唱し、今回出席の
若手を代表して鈴木登季夫君（平成24年入社）の
熱意あふれる決意表明と締めにより、来年の再
会を誓い散会としました。

記：大竹昌志（Ｃ54）

平成26年度 NTT名工会総会開催報告
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